
令和 2年より適用 

青色申告特別控除額の変更 

青色申告特別控除額が変わります 

 青色申告特別控除とは、不動産所得又は

事業所得が発生する事業を営んでいる方で、

正規の簿記の原則により記帳している、貸

借対照表及び損益計算書を確定申告書に添

付している等、各種条件をクリアしている

場合に受けられる所得控除です。65 万円控

除と 10 万円控除が存在します。 

 令和２年より、従前の 65 万円控除が基礎

控除の引き上げに伴い、55 万円へと減少し

ます。10 万円控除の金額には変更がありま

せん。 

 

電子申告か電子帳簿保存で減税に！ 

 令和２年からの青色申告特別控除には、

もう１段階上の青色申告特別控除が設けら

れます。55 万円の控除を受ける条件をクリ

アして、その上で「e-Tax で決算書を提出

する」又は「電子帳簿保存法に対応する会

計ソフトを用いて記帳し、かつ電子帳簿保

存法の承認申請書を税務署に提出している」

のどちらかに当てはまれば、改正適用後で

も青色申告特別控除として 65 万円の所得

控除が受けられますので、基礎控除の 10 万

円増加と併せてみると減税になります。 

 

承認申請書の提出期限にご注意を 

 e-Tax については、すでにご存じの方も

多いとは思いますが、インターネットを利

用して電子的に申告書や青色申告決算書の

データを作成し、送信することです。 

 電子帳簿保存とは、一定要件の下で、帳

簿を電子データのままで保存できる制度で

す。この制度の適用を受けるには帳簿の備

付けを開始する日の 3 か月前の日までに申

請書を税務署に提出する必要があります。

また、原則として課税期間の途中から適用

することはできませんが、令和２年分に限

っては、令和 2年 9月 29 日までに承認申請

書を提出し、同年中に承認を受けて、12 月

31 日までに、仕訳帳及び総勘定元帳の電磁

的記録による備付け・保存を行えば、65 万

円の控除を受けることができます。 

 提出か保存、どちらかを電子的に行えば

10 万円の所得控除の上乗せができますが、

まだ導入されていない方は、今のうちから

どちらかに対応できるように計画を立てて

おくと良いでしょう。 

 

田原会計NEWS 
 

2020 年 1 月 21 日(火) 

〒400-0032    山梨県甲府市中央 5-5-19 

田原会計事務所     TEL 055-225-3622 FAX 055-227-7714 

Email tahara0423@tkcnf.or.jp 

手続きは提出の方が簡単

ですが、会計ソフトを使

っている方は既に電子保

存はされております。 


